
グ由ニパル巨大企業
‐
の
戦略‐と中国市場

義

台
頭
著
し
い
中
国
。
世
界

一
の
人
口
を
擁
し
、
そ
の
近
代
化
と
と
も
に
市
場
経
済
の
導
入
に
よ
っ
て
高

い
成
長

率
を
続
け
、
活
況
を
呈
し
て
い
る
。
世
界
の
実
力
企
業
が
続
々
と
中
国
マ
ー
ケ
ッ
ト
ヘ
乗
り
込
ん
で
名
乗
り
を
あ

げ
、
国
際
経
済
に
お
け
る
中
国
ブ
ー
ム
は
い
ま
の
と
こ
ろ
後
を
断
た
な
い
。
北
京
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
、
上
海
万
国
博

覧
会
と
、
今
後
も
世
界
的
イ
ベ
ン
ト
が
続
き
、
そ
れ
に
伴
う
国
土
の
整
備
も
そ
の
起
爆
剤
と
な

っ
て
い
る
。
水
ビ

ジ
ネ
ス
の
分
野
も
例
外
で
は
な
い
。
中
国
は
、
い
ま
や
水
ビ
ジ
ネ
ス
の
市
場
で
も
台
風
の
目
で
あ
り
、
そ
れ
だ
け

に
隣
国
の
我
が
国
の
水
関
係
界
に
と

っ
て
も
国
際
競
争
力
が
問
わ
れ
る
。
こ
の
お
り
、
Ｉ
Ｗ
Ａ
北
京
会
議
に
出
席

し
た
グ
ロ
ー
バ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
代
表
で
国
連
技
術
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
音
村
和
就
氏
が
中
国
市
場
で
ビ
ジ
ネ
ス
展
開

を
目
論
む
世
界
的
巨
大
企
業
の
状
況
と
日
本
企
業
進
出
に
お
け
る
問
題
等
を
ル
ポ
し
て
く
れ
た
の
で
紹
介
す
る
。

１
　
グ

回
―
バ
ル
巨
大
水
企
業

の
動
き
…
利
益
重
視
の
経
営

戦
略

世
界
の
民
営
化
市
場
の
７
割
を
独
占

し
て
い
る
グ
ロ
ー
バ
ル
巨
大
水
企
業
３

社
の
売
り
上
げ
を
ま
と
め
て
み
よ
う
。

（表
１
１
）

ス
エ
ズ
グ
ル
ー
プ
は
ラ
テ
ン
ア
メ
リ

カ
か
ら
の
撤
退
で
利
益
改
善
し
、
先
進

国
に
絞

っ
て
営
業
展
開
を
し
て
い
る
。

パ
リ
本
社
で
は
利
益
率
の
高
い
エ
ネ
ル

ギ
ー
部
門
に
力
を
入
れ
て
お
り
、
水
ビ

ジ
ネ
ス
は
採
算
性
重
視
を
打
ち
出
し
て

い
る
。
最
近
は
イ
タ
リ
ア
の
エ
ネ
ル
社

か
ら
敵
対
買
収
を
受
け
、
対
抗
策
と
し

て
仏
政
府
主
導
で
フ
ラ
ン
ス
ガ
ス
公
社

椒

グローバルウォータロジャパン
代表

国運テクニカルア ドバイザー

苦村 和 就

表-1 世 界水ビジネス企業・売り上げ上位3社

企業名 全体売り上げ 従業員
水部門

売り上げ

水関連の

従業員

給水の

人口

1 .ス エズ

(フランス)
5ジL8000宥室F可 158,000 1)L50004意円 72.000 1億2500万人

2 .  ヴェオリア

(フランス)
3兆 ユ500右室Fl 252,000 1)L9204意円 68.000 1億800万人

3.RttrE

(ドイツ)
5)し8800右まF可 86,000 57404意円 15,000 7,000フ了ノ、

(2004年)
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（Ｇ
Ｄ
Ｆ
）
と
合
併
の
可
能
性
も
出
て
い

フつ
。ヴ
ェ
オ
リ
ア
社
は
、
水
ビ
ジ
ネ
ス
を

経
営
の
柱
と
し
て
、
利
益
が
安
定
し
て

い
る
欧
州
や
発
展
が
著
し
い
中
国
に
的

を
絞

っ
て
い
る
。

ド
イ
ツ
電
力
会
社
の
Ｒ
Ｗ
Ｅ
は
、
ド

イ
ツ
国
内
、
旧
共
産
圏
に
焦
点
を
絞
り

水
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
し
て
い
た
が
、
水

ビ
ジ
ネ
ス
か
ら
の
撤
退
を
決
め
、
先
に

巨
額
で
買
収
し
た
テ
ム
ズ
ウ
ォ
ー
タ
ー

（英
国
）
、
ア
メ
リ
カ
ン
ウ
オ
ー
タ
ー
ワ

ー
ク
ス
（米
国
）
、
プ
リ
デ
サ
（ス
ペ
イ

ン
）
を
２
０
０
７
年
ま
で
に
売
却
す
る

方
針
を
打
ち
出
し
、
水
ビ
ジ
ネ
ス
よ
り

利
益
率
の
高
い
本
業
の
電
気

・
エ
ネ
ル

ギ
ー
部
門
に
経
営
資
源
を
シ
フ
ト
さ
せ

る
こ
と
を
明
言
し
て
い
る
。

２
　
中
国
の
水
処
理
市
場
…
世

界
で
最
大
級
の
市
場
が
オ
ー

プ
ン

２
０
０
８
年
の
北
京
オ
リ
ン
ピ

ツ
ク
、

２
０
１
０
年
の
上
海
万
博
を
目
標
に
、

あ
ら
ゆ
る
面
で
経
済
発
展
が
著
し
い
中

国
、
水
処
理
市
場
も
例
外
で
は
な
い
。

中
国
政
府
は
本
腰
を
入
れ
て
、
水
イ
ン

フ
ラ
の
整
備
、
水
不
足
の
解
消
、
水
質

の
改
善
を
提
案
し
て
い
る
。

２
０
０
６
年
８
月
に
発
表
さ
れ
た
第

１１
次
５
カ
年
計
画
に
よ
る
と
、
２
０
１

０
年
ま
で
に
水
事
業
に
約
１
兆
元
（１５

兆
円
）
の
資
金
を
投
入
し
、
市
町
村
の

下
水
処
理
、
上
下
水
の
管
網
整
備
、
さ

ら
に
は
水
資
源
確
保
と
し
て
の

「長
江

（揚
子
江
）
と
黄
河
を
結
ぶ
南
水
北
調
プ

ロ
ジ

エ
ク
ト
」
の
推
進
、
沿
海
都
市
部

で
の
海
水
淡
水
化
設
備
の
設
置
、
水
安

全
対
策
の
推
進
等
が
盛
り
込
ま
れ
て
い

２つ
。汚

水
処
理
を
例
に
と
る
と
、
２
０
１

ｏ
年
ま
で
に
各
主
要
都
市
の
汚
水
処
理

率
（現
在
約
４０
％
）
を
７０
％
に
上
げ
る
目

標
で
、
４
年
間
で
全
国
に
下
水
処
理
場

を
１
０
０
０
カ
所
以
上
新
設
し
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
そ
の
総
投
資
額
は
約
４
０

０
０
億
元
（約
６
兆
円
）
と
見
込
ん
で
い

る
。
ま
た
浄
水
場
８
０
０
か
ら
９
０
０

カ
所
の
建
設
も
織
り
込
ま
れ
て
い
る
。

（中
国
政
府
第
１１
次
５
カ
年
計
画
及
び

中
国
経
済
週
刊
２
０
０
６
年
９
月
２５
日

号
）当
然
、
こ
の
よ
う
な
巨
額
の
資
金
調

達
を
政
府
資
金
で
の
み
解
決
す
る
こ
と

は
不
可
能
で
あ
り
、
中
国
国
内
の
民
間

資
本
参
加
と
外
資
の
導
入
で
対
処
す
る

こ
と
に
な
る
。

中
国
政
府
建
設
部
の
仇
保
興
副
部
長

は
、
さ
ら
に
具
体
的
な
数
字
を
上
げ
て

い
る
。
１
　
都
市
部
の
下
水
処
理
場
と
水
再

利
用
施
設
建
設
で
約
３
３
０
０
億

一死
２
　
上
下
水
道
の
管
網
整
備
と
雨
水

と
汚
水
と
の
分
流
排
水
工
事
に
約

５
０
０
億
元

３
　
南
水
北
調
に
約
３
２
０
０
億
元

４
　
水
の
安
全
保
障
と
海
水
淡
水
化
、

関
連
す
る
水
利
用
設
備
に
約
１
兆

一死

が
必
要
と
述
べ
て
い
る
。
（人
民
網
日
本

語
版
２
０
０
６
年
８
月
２３
日
）

さ
ら
に
中
国
は
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
（世
界
貿

易
機
関
）
加
盟
時
の
取
決
め
に
よ
り
市

場
開
放
す
る
の
で
、
世
界
各
国
よ
り
多

く
の
水
関
係
企
業
と
投
資
家
が
こ
の
中

国
水
事
業
に
参
加
す
る
こ
と
を
歓
迎
す

る
と
述
べ
て
い
る
。

中
国
国
内
大
手
の
水
処
理
会
社

・
首

創
（北
京
キ
ャ
ピ
タ
ル
）
の
幹
部
に
よ
る

と

「外
資
に
よ
る
中
国
の
都
市
水
事
業

へ
の
投
資
比
率
は
、
未
だ
１０
％
以
下
で

あ
り
、
中
国
政
府
主
導
に
よ
る
料
金
改

定
が
進
み
、
市
場
化
改
革
が
本
格
的
に

な
れ
ば
、
高
額
投
資

・
ハ
イ
リ
タ
ー
ン

を
求
め
て
外
資
が
な
だ
れ
込
ん
で
く
る

だ
ろ
う
」
と
も
述
べ
て
い
る
。

事
実
、
大
都
市
で
は
、
す
で
に
７
回

の
水
道
料
金
が
改
定
さ
れ
、
大
幅
上
昇

し
て
い
る
（水
道
料
金
は
２
元
か
ら
５

元
／
３ｍ
）
こ
の
よ
う
な
背
景
を
も
と
に
、

政
府
は
外
資
を
含
む
民
間
事
業
者
に
対

し
、
「水
事
業
は
、
中
国
で
最
後
に
開

放
さ
れ
る
公
共
事
業
で
、
将
来
の
発
展

性
は
無
限
で
あ
り
、
参
加
す
る
水
道
事

業
者

の
適
正
利
潤
と
資
本
保
証
す
る
」

と
も
述
べ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
世
界
最
大
級
の
水
市
場

開
放
に
、
欧
米
の
巨
大
水
企
業
、
た
と

え
ば
ヴ

エ
オ
リ
ア
、
ス
エ
ズ
、
テ
ム
ズ

・
ウ
ォ
ー
タ
ー
、
ベ
ル
リ
ン

・
バ
ツ
サ

ー
な
ど
、
さ
ら
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
連
合

や
香
港
、
上
海
を
拠
点
と
す
る
中
国
回

内
水
企
業
が
参
入
し
、
激
し
い
戦

い
が

繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
る
ｃ

「
２
０
０
６
年

９
月
１０
日
か
ら
１４
日

ま
で
北
京

で
開
催
さ
れ
た
Ｉ
Ｗ
Ａ
（世

界
水
協
会
）
第
５
回
総
会

・
展
示
会
」

の
場
で
も
、
グ
ロ
ー
バ
ル
各
社
の
中
国

市
場
に
掛
け
る
意
気
込
み
と
そ
の
戦
略

が
披
露
さ
れ
た
。

筆
者
は
５
日
間
北
京
に
て
Ｉ
Ｗ
Ａ
総

会
と
展
示
会
に
参
加
し
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
／
Ｔ

Ｃ
２
２
４
メ
ン
バ
ー
国
の
伸
問
や
、
世

界
中
の
水
関
係
者
と
意
見
を
交
換
し
た
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の
で
、
そ
の
内
容
と
Ｉ
Ｗ
Ａ
展
示
ブ
ー

ス
で
の
内
容
を
交
え
、
グ
ロ
ー
バ
ル
水

企
業
の
中
国
に
お
け
る
動
き
を
さ
ら
に

具
体
的
に
述
べ
て
み
た
い
。

３
　
グ

田
―
バ
ル
巨
大
水
企
業

の
戦
略
と
中
国
市
場
開
拓
…

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

ヴ
エ
オ
リ
ア

・
ウ
オ
ー
タ
ー
社
受
付
嬢

舞
ヤし

、
「ヴ

ェ
オ
リ
ア
は
将
来
の
水
事
業

の
重
心
は
中
国
に
置
く
」
と
宣
言
し
、

「中
国
政
府
の
水
事
業
の
開
放
政
策
に

伴
い
、
積
極
的
に
投
資
を
す
る
方
針
」

を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
（長
期
収
益
率

は
‐５
％
近
く
に
達
し
て
い
る
模
様
）

ま
た
、
今
年
に
入
り
２
件
の
新
規
受

注
を
し
た
と
発
表
。
１
つ
は
柳
州
市
の

給
水
人
ロ
ー
０
０
万
人
の
０
＆
Ｍ
プ
ロ

ジ

ェ
ク
ト
（３０
年
契
約
、
約
４
７
６
億

円
）
、
も
う
１
つ
は
中
国
石
化
傘
下
の

北
京
燕
山
石
化
の
２５
年
０
＆
Ｍ
契
約
で

多
ケ

あ
る
。
こ
の
２
つ
を

加
え
、
現
在
、
ヴ

エ

オ
リ
ア

・
ウ
オ
ー
タ

ー
は
中
国
国
内
で
合

計
２０
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク

ト
を
獲
得
し
た
こ
と

に
な
り
、
７
０
０
０

人
を
一雇
用
、
ま
た
、

２
０
０
５
年
の
中
国

へ
の
投
資
総
額
は
４

億
７
０
０
０
万
ユ
ー

ロ
（約
６
６
０
億
円
）

に
達
し
て
い
る
。

フ
レ
ロ
氏
は
、
中

国
市
場
で
の
業
務
比

率
は
全
世
界
で
わ
ず

か
２
％
で
あ
る
が
、

今
後
１０
年
間
で
中
国
市
場
の
業
務
比
率

を
１０
％
以
上
に
引
き
上
げ
、
２
桁
台
の

成
長
を
確
保
す
る
と
述
べ
て
い
る
。
さ

ら
に
国
際
的
に
常
用
し
て
い
る
Ｂ
Ｏ
Ｔ

や
Ｔ
Ｏ
Ｔ
等

の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
中

国
国
内
企
業
と
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
を
組
み
、

積
極
的
に
水
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
す
る
こ

と
を
明
言
し
て
い
る
。

こ
の
展
示
会
に
は
ヴ

エ
オ
リ
ア

・
ウ

ォ
ー
タ
ー
社
の
ア
ジ
ア

・
パ
シ
フ
ィ
ッ

ク
地
区
上
級
幹
部
が
勢
揃

い
し
、
ヴ

エ

オ
リ
ア

・
ウ
オ
ー
タ
ー

・
ジ
ャ
パ
ン
の

Ｉ
Ｗ
Ａ
北
京
総
会

・
展
示
会
入
田
ア
ー
チ

ヴ

ェ
オ
リ
ア

・
ウ
オ

ー
タ
ー
社

ヴ

ェ
オ
リ
ア
社
は
、

Ｉ
Ｗ
Ａ
展
示
会

の
中
で

最
も
大
き
な
ブ
ー
ス
を

構
え
、
受
付
嬢
も
２
カ

所
に
配
置
し
て
い
る
。

中
国
国
内
で
は
、
天
津
、

成
都

（１８
年
契
約
）
、
上

海

・
浦
東

地

区
爺

年

契

約
）
、
仁

川
Ｉ

・
Ⅱ

期

（２０
年
契
約
）
、
宝
鶏

市
、
ウ
ル
ム
チ
市
な
ど

の
上
下
水
道
事
業
で
約

９
０
０
０
億
円
近

い
受

注
残
が
あ
り
、
中
国
市

場
で
は
ヴ

ェ
オ
リ
ア
社

の

〃
１
人
勝
ち
〃
と
見

ら
れ
て
い
る
。

事
実
、
ヴ

エ
オ
リ
ア

・
ウ
オ
ー
タ
ー
社
の
Ｃ

Ｅ
Ｏ
、
ア
ン
ト
ワ
ー
ヌ

・
フ
レ
ロ
氏
は
９
月
１０

日
、
北
京
で
記
者
会
見
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ロ
ー
ラ
ン

・
オ
ー
ギ

ュ
ス
ト
社
長
の
姿

も
見
受
け
ら
れ
た
。

ス
エ
ズ
グ
ル
ー
プ

ス
エ
ズ
の
パ
リ
本
社
で
は
、
イ
タ
リ

ア
の
エ
ネ
ル
社
の
敵
対
買
収
攻
勢
を
防

ぐ
た
め
に
、
政
府
主
導
に
よ
る
フ
ラ
ン

ス
ガ
ス
公
社
と
の
合
併
問
題
で
揺
れ
て

い
る
が
、
中
国
市
場
で
は
グ
ル
ー
プ
会

ダ
参

社
の
オ
ン
デ
オ
や
デ
グ
レ
モ
ン
を
核
に
、

積
極
的
に
営
業
展
開
し
て
い
る
。

２
０
０
２
年
、
重
慶
市
の
水
道
、
給

水
人

口
３
２
０
万
人

の
Ｏ
＆
Ｍ
契

約

（５０
年
間
、
コ
ン
セ
ツ
シ
ョ
ン
）
２
０
０

５
年
は
、
青
島
の
水
道
、
給
水
人
口
２

３
０
万
人
の
Ｏ
＆
Ｍ
契
約
（２
５
年
間
）

を
総
額
４
億
３
０
０
０
万

ユ
ー

ロ
（約

６
０
２
億
円
）
、
ま
た
、
上
海
石
油
化

学
工
業
団
地
向
け
工
業
用

水
、
排
水
処
理
の
Ｏ
＆
Ｍ

契
約
、
総
額
６
億
ユ
ー
ロ

（約
８
４
０
億
円
）
を
受
注

し
て
い
る
。
２
０
０
６
年

は
重
慶
市
の
下
水
処
理
契

約
（３０
年
契
約
）
や
常
熟
市

の
水
道
（３０
年
契
約
）
を
獲

得
し
て
い
る
。

１
９
７
０
年
以
降
、
ス

エ
ズ
グ
ル
ー
プ
の
中
国
市

場
で
の
長
期
０
＆
Ｍ
契
約

は
２０
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
超

え
て
い
る
。
さ
ら
に
香
港

の
新
世
界
グ
ル
ー
プ
と
の

合
弁
会
社
シ
ノ
ー
フ
レ
ン

チ
を
活
用
し
、
中
国
の
北

東
部
の
上
下
水
道
事
業
、

ま
た
工
業
団
地
の
排
水
処

理
の
０
＆
Ｍ
契
約
獲
得
を

強
化
し
て
い
る
。
ま
た
、
重
慶
水
務
グ

ル
ー
プ
と
と
も
に
水
務
投
資
公
司
を
設

立
、
中
国
市
場
で
の
投
資
条
件
の
掘
出

し
を
さ
ら
に
強
化
し
て
い
る
。

シ

ー

メ

ン

ス

シ

ー

メ

ン
ス
は
、
も

と

も

と

中

国

に

お
け
る
交
通
シ
ス
テ
ム
や
通
信
、
発
電

・
送
電
シ
ス
テ
ム
に
強
く
、
水
処
理
に

力
を
入
れ
出
し
た
の
は
最
近
で
あ
る
。

２
０
０
５
年
夏
に
、
ヴ

ェ
オ
リ
ア
社
か

ら
買
収
し
た
米
国
の
Ｕ
Ｓ
フ
ィ
ル
タ
ー

の
技
術
を
も
と
に
中
国
市
場
に
参
入
す

る
宣
言
を
し
た
が
、
大
き
な
進
展
が
な

か

つ
た
。
２
０
０
６
年

９
月
、
Ｉ
Ｗ
Ａ

総
会

の
前
に
北
一泉
の
Ｃ
Ｎ
Ｃ
ウ
ォ
ー
タ

ー
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
社
の
買

収
を
発
表
し
た
。
こ
の
Ｃ

Ｎ
Ｃ
社
は
、
中
国
国
内
で

大
型
の
水
処
理
や
海
水
淡

水
化
に
実
績
を
持

つ
中
堅

の
会
社

（社
員
１
２
０
人
）

で
あ
る
。

シ
ー
メ
ン
ス
の
水
処
理

部
門
の
Ｃ
Ｅ
Ｏ
、

ロ
ジ
ャ

ー

・
ラ
ド

ッ
ク
氏
は
、
「
１５

％
の
成
長
を
遂
げ
る
中
国

市
場
は
、
シ
ー
メ
ン
ス
に

と
り
、
発
展
す
る
プ
ラ
ッ

ト
ホ
ー
ム
と
位
置
づ
け
、

当
面
の
目
標
は
２
０
０
８

年
の
北
京
オ
リ
ン
ピ

ツ
ク

と
２
０
１
０
年
上
海
万
博

に
置
き
、
さ
ら
な
る
Ｍ
＆

Ａ
戦
略
で
シ
ス
テ
ム
と
サ

ー
ビ
ス
を
展
開
し
た
い
」

と
述
べ
て
い
る
。

シーメンスの展示、商談風景も

スエズグループの展示、技術の実績を誇示)
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ゼ
ネ
ラ
ル
・
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
（Ｇ
Ｅ
）

中
国
市
場
で
は
、
得
意
な
電
カ
イ
ン

フ
ラ
に
加
え
、
膜
を
使

っ
た
水
の
高
度

処
理
、
す
な
わ
ち
脱
塩
、
純
水
処
理
、

再
利
用
水
ビ
ジ
ネ
ス
に
力
を
入
れ
よ
う

と
し
て
い
る
。

具
体
的
に
は
２
０
０
３
年
に
強
化
し

た
Ｇ
Ｅ
上
海
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー

に
水
の
専
門
家
を
置
き
、
技
術
的
な
相

談
に
乗

っ
て
い
る
。
ま
た
、
中
国
政
府

と
の
結
び
つ
き
を
強
化
す
る
た
め
に
、

２
０
０
６
年
５
月

「中
国
政
府
と
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
環
境
保
護
に
関
す
る
覚
書
」

を
締
結
。
こ
の
中
で
Ｇ
Ｅ
は
約
５０
億
円

を
投
じ
て
中
国
人
技
術
者
２
５
０
０
人

の
教
育

・
ト
レ
ー
エ
ン
グ
を
行
う
約
束

を
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
水
処
理
も
そ

の
核
に
な

っ
て
い
る
。

調
印
式
に
臨
ん
だ
Ｇ
Ｅ
の
会
長
兼
Ｃ

Ｅ
Ｏ
の
ジ
ェ
フ
リ
イ

・
イ
メ
ル
ト
氏
は
、

「
Ｇ
Ｅ
は
発
展
す
る
中
国
に
対
し
、
Ｇ

Ｅ
の
コ
ン
セ
プ
ト
、
エ
コ
マ
ジ
ネ
ー
シ

ョ
ン
に
も
と
づ
い
て
最
大
限
の
投
資
を

す
る
」
と
明
言
し
て
い
る
。

ま
た
、
Ｇ
Ｅ
は
カ
ナ
ダ
の
膜
メ
ー
カ

ー

・
ゼ
ノ
ン
社
を
今
年
の
３
月
に
９
０

０
億
円
近
く
で
買
収
し
、
傘
下
に
治
め

て
お
り
、
今
回
の
展
示
会
で
も
膜
処
理

を
展
示
の
目
玉
に
し
て
い
る
。
Ｇ
Ｅ
は
、

い
ま
の
と
こ
ろ
上
下
水
道
事
業
に
お
い

て
大
き
な
実
績
は
上
げ
て
い
な
い
が
、

Ｇ
Ｅ
マ
ネ
ー
と
い
う
豊
富
な
資
金
源
を

も
と
に
、
た
と
え
ば
海
水
淡
水
化
施
設

建
設
な
ど
、
大
き
な
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を

仕
掛
け
て
く
る
こ
と
が
囁
か
れ
て
い
る
。

億

移

△
鶴

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
連
合
工
程
（水
処
理

グ
ル
ー
プ
）

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
水
処
理
グ
ル
ー
プ
は
、

華
僑
の
人
脈
を
駆
使
し
、
得
意
な
廃
水

処
理
と
海
水
淡
水
化
の
技
術
を
持

っ
て

発
展
す
る
中
国
市
場
に
参
入
し
て
い
る
。

す
で
に
天
津
で
の
海
水
淡
水
化
装
置
や

審
陽
市
工
業
団
地
の
廃
水
処
理
を
受
注

し
て
い
る
。

現
在
、
中
国
で
４０
以
上
の
プ
ロ
ジ
エ

ク
ト
商
談
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
西
安

の
果
汁
工
場
廃
水
処
理
、
昆
明
湖

へ
流

れ
込
む
河
川
浄
化
な
ど
が
有
力
視
さ
れ

て
い
る
。

４
　
欧
米
企
業
の
中
国
市
場
で

の
リ
ス
ク
管
理
…
政
治
力
を

最
大
限
に
利
用

市
場
占
有
率
の
高
い
フ
ラ
ン
ス
系
の

水
企
業
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
リ
ス
ク

管
理
を
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

ま
ず
は
資
金
援
助
で
あ
る
。
Ｅ
Ｕ
統

合
以
来
、
欧
州
連
合
は
そ
の
経
済
力
強

化
の
た
め
に
Ｅ
Ｕ
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
創
設
し
た
。
こ
れ
は
Ｅ
Ｕ

の
科
学
技
術
を
強
化
す
る

一
連
の
活
動

を
広
範
囲
に
支
援
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

約
１
兆
７
０
０
０
億
円
の
予
算
を
有
し

て

い
る
。

そ

の
中
に
Ｉ
Ｎ
Ｃ
Ｏ
プ

ロ
グ
ラ
ム

（ア
ジ
ア
の
３０
ヵ
国
向
け
水
の
研
究
に

対
す
る
援
助
）
が
あ
り
、
欧
州
側
の
幹

事
国
は
フ
ラ
ン
ス
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
で
あ

り
、
ア
ジ
ア
側
は
中
国
、
ベ
ト
ナ
ム
で

あ
る
。
ま
た
、
国
連
に
対
し
て
も
Ｅ
Ｕ

ウ
ォ
ー
タ
フ
ア
ン
ド
を
提
唱
、
約
１
０

０
０
億
円
を
供
託
し
て
お
り
、
ア
ジ
ア
、

特
に
中
国
の
水
に
対
す
る
配
慮
を
要
請

し
て
い
る
。

フ
ラ
ン
ス
を
含
む
Ｅ
Ｕ
共
同
体
も
中

国
に
対
す
る
囲

い
込
み
を
強
化
し
て
い

る
。
Ｉ
Ｗ
Ａ
北
京
会
議
の
直
前
、
９
月

８
日
か
ら

ハ
ン
ブ
ル
グ
で
開
催
さ
れ
た

Ｅ
Ｕ
首
脳
―
中
国

・
経
済
会
議
で
、
中

国
の
温
家
宝
首
相
は
、
い
ま
や
貿
易
最

大
相
手
国
に
な

っ
た
Ｅ
Ｕ
諸
国
か
ら
の

中
国

へ
の
投
資
促
進
や
、
Ｅ
Ｕ
諸
国
か

ら
よ
り
多
く
の
製
品
の
輸
入
す
る
考
え

を
表
明
。
特
に
中
国

の
環
境
改
善

（大

気
、
水
質
汚
染
）
へ
の
投
資
に
言
及
し

て
い
る
。

フ
ラ
ン
ス
外
交

の
特
徴
は
、
長
年
の

歴
史
的
外
交
戦
略
で
得
ら
れ
た
ノ
ウ
ハ

ウ
、
す
な
わ
ち
時
間
を
か
け
教
育
と
文

化
か
ら
入
る
こ
と
で
あ
る
。
資
金
援
助

を
背
景
に
政
治
力
を
最
大
限
に
利
用
す

る
こ
と
も
得
意
で
あ
る
。
（
フ
ラ
ン
ス
は

水処理分野へ進出したGEの 展示ブース(特にゼノン社の買収事実で膜技術保有をアピール)
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国
際
金
融
機
関
、
た
と
え
ば
世
界
銀
行
、

ア
ジ
ア
開
発
銀
行
な
ど
の
資
金
を
最
大

限
に
活
用
す
る
国
で
知
ら
れ
て
い
る
。

そ
れ
に
対
し
、
日
本
は
世
界
最
大
の
拠

出
金
国
で
あ
る
）

シ
ラ
ク
大
統
領
の
中
国
ビ
ジ
ネ
ス
に

お
け
る
ト

ッ
プ
セ
ー
ル
ス
は
有
名
で
あ

り
、
ま
た
、各
水
企
業

の
ト

ッ
プ
、
た

と
え
ば
ヴ

エ
オ
リ
ア
社
の
Ｃ
Ｅ
Ｏ
は
、

２
０
０
２
年
か
ら
北
京
市
の
経
済
常
任

顧
間
を
務
め
、
オ
リ
ン
ピ

ツ
ク
ま
で
の

上
下
水
道
整
備
計
画
に
ア
ド
バ
イ
ス
し

て
い
る
。
ま
た
、
ス
エ
ズ
グ
ル
ー
プ
の

会
長
は
２
０
０
０
年
か
ら
香
港
、
上
海

市
な
ど
の
経
済
顧
間
を
務
め
、

子
不
ル

ギ
ー

・
環
境
問
題
解
決
に
ア
ド
バ
イ
ス

し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
フ
ラ
ン
ス
の

巨
大
水
企
業
の
ト
ッ
プ
は
、
地
方
政
府

ト

ッ
プ
と
も
パ
イ
プ
を
深
く
し
て
い
る
。

Ｉ
Ｗ
Ａ
北
京
会
議

の
期
間
中
も
グ
ロ

ー
バ
ル
企
業
の
ト

ッ
プ
は
、
中
国
政
府

要
人
と
積
極
的
に
コ
ン
タ
ク
ト
。
９
月

１１
日
、
ヴ

ェ
オ
リ
ア

・
ウ
オ
ー
タ
ー
の

Ｃ
Ｅ
Ｏ

・
フ
レ
ロ
氏
は
、
中
国
国
家
建

設
部
、
水
利
部
要
人
と
、
ま
た
、
米
国

Ｉ
Ｔ
Ｔ
社

（世
界
最
大

の
ポ

ン
プ
サ
プ

ラ
イ
ヤ
ー
）
の
Ｃ
Ｅ
Ｏ

・
ス
テ
ィ
ー
ブ

・
ロ
ー
ラ
ン
ガ
ー
氏
は
９
月
１２
日
、
国

家
水
利
部
副
部
長
と
面
会
し
、
「南
水

客
参

北
調
の
ポ
ン
プ
設
備
」
に
関
す
る
具
体

的
な
提
案
を
し
て
い
る
。

５
　
日
本
水
企
業
の
中
国

・
上

下
水
道
事
業

へ
の
進
出
は
？

華
々
し
い
欧
米
企
業
の
中
国
水
市
場

進
出
に
対
し
、
日
本
水
関
連
企
業
の
中

国
進
出
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
薬
品
や

ポ
ン
プ
、
膜
の
単
品
供
給
な
ど
で
の
活

躍
は
見
ら
れ
る
が
、
上
下
水
道
事
業
に

対
す
る
進
出
は
ゼ
ロ
で
あ
る
。
ど
こ
に

問
題
が
あ
る
の
か
、
ま
ず
援
助
資
金
を

見
て
み
よ
う
。

日
本
の
対
中
経
済
協
力
（Ｏ
Ｄ
Ａ
）
は

無
償
資
金
援
助
、
技
術
協
力
、
有
償
資

金
援
助
（円
借
款
）
を
合
わ
せ
、
総
額
約

６
兆
円
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
中
に

は
民
間
Ｎ
Ｇ
Ｏ
へ
の
植
林
保
護
支
援
や

学
校
支
援
も
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、
統

計
的
な
数
字
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る

円
借
款
に
焦
点
を
当
て
る
。

外
務
省
資
料
に
は

「中
国
向
け
円
借

款
は
２
１
６
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
総
額
約

３
兆
円
、
水
関
連
事
業
（上
水
道
事
業

・９
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
、
下
水
道
関
係
２５
プ

ロ
ジ

エ
ク
ト
、
上
下
水
道

・
治
水

・
濯

漑
総
合
事
業
１６
プ
ロ
ジ

エ
ク
ト
）
に
対

し
総
額
約
５
６
０
０
億
円
の
資
金
を
供

与

・
支
援
」
し
た
こ
と
が
記
載
さ
れ
て

い
る
。
さ
ら
に

「円
借
款
は
将
来
返
済

を
求
め
る
も
の
で
あ
り
、
贈
与
で
は
な

い
。
現
在
ま
で
の
返
済
額
は
約
１
兆
円

で
あ
る
」
と
。
残
り
２
兆
円
（平
均
金

利
１
か
ら
３
％
）
の
返
済

は
２
０
１
０

か
ら
２
０
３
０
年
に
か
け
て
返
済
さ
れ

る
予
定
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
２７
年
間
、
約
６
兆
円
の

Ｏ
Ｄ
Ａ
が
中
国
に
投
入
さ
れ
て
き
た
こ

と
に
な
る
が
、
政
治
的
な
問
題
は
さ
て

お
き
、
Ｅ
Ｕ
の
ケ
ー
ス
と
比
べ
日
本
の

民
間
企
業

へ
の
恩
恵
は
あ

っ
た
の
だ
ろ

う
か
。

筆
者
が
国
連

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
本
部
に

勤
務
し
て
い
た
時
に
、
「国
際
貢
献

に

対
し
、
相
手
国
に
そ
の
見
返
り
を
求
め

て
は
い
け
な
い
」
と
強
く
言
わ
れ
て
き

た
が
、　
一
日
本
国
民
、
企
業
人
と
し
て

こ
の
よ
う
な
現
状
に
接
す
る
と
、
複
雑

な
思

い
が
込
み
上
げ
て
く
る
。

日
本
の
民
間
企
業
に
も
、
問
題
が
あ

る
、
最
大
の
問
題
は
、
国
内

・
海
外
と

も
上
下
水
道
事
業
そ
の
も
の
を
運
営
し

た
経
験
が
な
い
こ
と
で
あ
る
。
し
か
ら

ば
日
本
政
府

の
Ｏ
Ｄ
Ａ
盆
小償
、
有
償

資
金
）
を
活
用
し
て
海
外
進
出
も
考
え

ら
れ
る
が
、
日
本
の
２
国
間
Ｏ
Ｄ
Ａ
は

９６
％
が
ア
ン
タ
イ
ド
（資
金
拠
出
国
以

外

へ
の
発
注
、
す
な
わ
ち
援
助
資
金
に

よ
る
資
材

・
役
務
の
調
達
先
を
拠
出
国

に
限
定

し
な

い
）
で
、
実
績
、
経
験
、

価
格
競
争
力
の
無

い
日
本
の
水
関
連
企

業
の
出
る
幕
が
な

い
。
こ
の
状
態
は
今

後
も
続
く
で
あ
ろ
う
。
（米
国
の
ア
ン
タ

イ
ド
率
は
２８
％
、

フ
ラ
ン
ス
は
３８
％
）

な
ぜ
こ
う
な

っ
た
の
か
。
日
本
は
欧

米

の
タ
イ
ド
（資
金
拠
出
国

へ
の
発
注
、

す
な
わ
ち
援
助
資
金
に
よ
る
資
材

・
役

務

の
調
達
先
を
拠
出
国
に
限
定
す
る
）

批
判
に
過
敏
に
反
応
し
、
上
記
の
よ
う

な
Ｏ
Ｄ
Ａ
ア
ン
タ
イ
ド
化
９６
％
を
達
成

し
た
が
、
米
国
、
フ
ラ
ン
ス
な
ど
は
「
ア

ン
タ
イ
ド
化
は
国
益
に
反
す
る
と
し
て
、

必
要
最
低
限
し
か
開
放
し
て
い
な
い
。

つ
ま
り
相
手
国
に
資
金
提
供
だ
け
で
自

国
の
産
業
界
を
潤
さ
な

い
援
助
は
議
会

や
納
税
者

へ
説
明
が
で
き
な

い
」
と
断

言
し
て
い
る
。

国
と
し
て
の
基
本
的
な
外
交
姿
勢
の

違

い
が
鮮
明
に
出
て
い
る
。

そ
う
な
る
と
、
最
後
の
手
段
は
中
国

に
実
績
の
あ
る
世
界
的
な
水
企
業
、
ヴ

ェ
オ
リ
ア

・
ウ
ォ
ー
タ
ー
社
や
ス
エ
ズ

グ
ル
ー
プ
と
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
を
組
み
、

中
国

・
ア
ジ
ア
市
場
を
開
拓
す
る
可
能

性
が
残
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
複

雑
な
思

い
で
北
京
を
後
に
し
た
。
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